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明
治
・
大

正
・
昭
和
・

平
成
・
令
和

と
続
く
、
我

が
母
校
の
最

後
の
小
学
校

運
動
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

児
童
数
の
減
少
に
よ

り
統
合
と
な
る
の
だ
が
、

現
在
、
私
の
孫
を
含
め

29
人
の
児
童
が
在
籍
し

て
い
る
。

　

運
動
会
の
開
催
は
、

児
童
だ
け
の
参
加
で
は

難
し
い
の
で
、
家
族
等

も
含
め
た
「
ふ
れ
あ
い

運
動
会
」
と
し
て
の
開

催
で
あ
っ
た
。
児
童
が

全
力
で
疾
走
す
る
リ
レ

ー
で
は
家
族
、
観
覧
者

の
大
き
な
拍
手
と
声
援
、

ま
た
、
来
賓
・
父
兄
に

よ
る
昔
懐
か
し
の
リ
ー

ム
回
し
に
パ
ン
食
い
競

争
、
笑
い
の
絶
え
な
い

思
い
出
に
残
る
運
動
会

と
な
っ
た
。

　

組
合
に
お
い
て
も
、

今
後
の
組
合
員
数
の
減

少
は
免
れ
な
い
と
思
わ

れ
る
。
現
場
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
推
進
に

よ
る
労
働
環
境
の
改
善

等
を
進
め
、
後
継
者
育

成
、
ひ
い
て
は
組
合
へ

の
加
入
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

　

今
年
度
か
ら
新
執
行

部
と
な
り
、
今
後
も
教

宣
部
で
は
、
組
合
員
の

目
線
に
立
っ
た
情
報
発

信
に
努
め
て
い
く
。
毎

月
の
「
建
設
労
報
」
の

購
読
を
今
後
も
お
願
い

し
た
い
。
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足
並
み
揃
え
大
き
な
力
に

組
合
規
約
の
改
正
等
が
承
認

　
５
月
26
日
、
お
か
や
ま
未
来
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
70
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
代
議
員
、
役
員
、
来
賓
、
書
記
局
を
合
わ
せ
て

計
１
５
０
人
が
出
席
し
、
令
和
５
年
度
の
運
動
方

針
案
、
予
算
案
の
他
、
岡
山
県
建
設
労
働
組
合
規

約
の
改
正
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
役
員
改

選
に
よ
り
、
新
た
な
執
行
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

今
大
会
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
代
議
員

の
選
出
基
準
を
見
直
し
た

上
、
傍
聴
者
の
出
席
を
求

め
ず
開
催
し
ま
し
た
。

　

岡
嶋
教
宣
部
長
の
開
会

挨
拶
後
、
諸
役
員
選
出
で

は
髙
須
涼
さ
ん
（
倉
敷
）、

今
井
勝
弘
さ
ん（
児
島
郡
）

を
大
会
議
長
に
選
出
。
大

会
各
委
員
長
は
互
選
に
よ

り
、
資
格
審
査
委
員
長
に

大
嶋
一
広
さ
ん
（
総
社
）、

　

会
場
の
時
間
の
都
合
上
、

予
め
支
部
よ
り
事
前
に
質

問
を
受
け
付
け
、
４
支
部

か
ら
６
つ
の
事
前
質
問
・

要
望
が
あ
り
、そ
の
う
ち
、

４
つ
が
本
部
会
館
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
の
質
問
で

あ
り
、
そ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

西
大
寺
支
部
か
ら
の

「
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
で

の
見
積
り
も
出
し
各
支
部

で
意
見
を
ま
と
め
た
上
で
、

決
定
を
す
べ
き
だ
」
と
い

う
質
問
に
対
し
「
事
務
所

機
能
の
み
を
備
え
た
小
規

模
な
会
館
に
す
る
こ
と
や

賃
貸
や
中
古
ビ
ル
の
購
入

な
ど
を
含
め
て
様
々
な
角

度
か
ら
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
年
間
１
０
０
日
を
超

え
る
会
議
の
た
め
の
借
り

上
げ
費
用
が
多
額
に
な
る

こ
と
で
小
規
模
な
会
館
で

は
機
能
が
満
た
さ
れ
な
い

こ
と
。組
合
員
の
利
便
性
、

書
記
局
の
通
勤
事
情
を
維

持
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら

現
在
地
で
の
建
て
替
え
を

決
定
し
た
」
と
回
答
。

　

児
島
支
部
か
ら
「
今
後

財
政
的
余
裕
が
無
く
な
る

中
で
の
会
館
建
設
は
将
来

の
組
合
員
に
対
す
る
負
債

先
送
り
で
は
な
い
か
」
と

の
質
問
が
あ
り
「
築
50
年

を
迎
え
、
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
お
ら
ず
様
々
な
箇

新体制で団結ガンバロウ

議
事
運
営
委
員
長
に
中
村

宏
史
さ
ん
（
高
梁
）、
選
挙

管
理
委
員
長
に
萩
原
潤
彦

さ
ん
（
赤
磐
）、
宣
言
起
草

委
員
長
に
中
塚
俊
道
さ
ん

（
玉
野
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選

出
、
大
会
書
記
長
に
安
藤

浩
輝
さ
ん
（
英
田
）
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
谷
委
員
長
よ
り
「
全

て
の
運
動
は
組
織
を
守
る

た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
足
並
み
揃
え
て

ひ
と
つ
に
な
れ
ば
大
き
な

力
を
発
揮
で
き
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

４支部から事前質問
会館建設に意見が集中

熱中症対策に
水分補給

涼しい服装で適度に休憩
https://www.okayamakenro.or.jp/

退任挨拶を行う前原前社保対部長

り
令
和
４
年
度
運
動
経

過
・
決
算
報
告
、
令
和
５

年
度
運
動
方
針
案
・
予
算

案
、
組
合
規
約
の
改
正
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
会
館
建
設

�

基
本
計
画
を
策
定

　

令
和
５
年
度
の
課
題
と

し
て
、
本
部
会
館
建
設
に

つ
い
て
は
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
議
論
し
、
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
く

こ
と
や
、
二
級
建
築
士
受

験
準
備
講
座
の
あ
り
方
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
の
令
和
５

年
度
税
制
改
正
関
連
法
案

に
お
い
て
、
建
労
岡
山
が

取
り
組
む
税
金
相
談
が
こ

の
制
度
に
抵
触
す
る
か
注

視
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
差
し
支
え
な
い
と
の

こ
と
で
今
後
も
税
金
相
談

を
実
施
し
て
い
く
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
議
論

の
末
、
運
動
方
針
案
、
予

算
案
、
組
合
規
約
の
改
正

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
後
の
前
原
前

社
保
対
部
長
の
退
任
役
員

挨
拶
、
中
村
前
労
対
副
部

長
の
閉
会
挨
拶
の
後
、
池

田
組
合
顧
問
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
で
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
表
彰
に
つ
い

て
は
組
織
拡
大
目
標
の
達

成
が
12
支
部
、
全
建
総
連

表
彰
と
し
て
熊
代
清
治
さ

ん
（
都
窪
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内

で
は
「
第
34
回
教
宣
コ
ン

ク
ー
ル
」、「
第
３
回
建
労

岡
山
写
真
展
」
の
応
募
作

品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た

（
新
執
行
部
の
紹
介
や
表

彰
は
２
Ｐ
、
写
真
展
の
作

品
紹
介
は
３
、４
Ｐ
掲
載
）。

　

事
前
質
問（
左
頁
参
照
）

に
対
し
て
は
執
行
部
を
代

表
し
て
山
本
書
記
長
が
答

弁
。
新
執
行
部
も
将
来
の

組
合
員
の
た
め
、
責
任
を

持
っ
て
組
合
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
決
意
で
臨
ん

だ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

所
に
老
朽
化
現
象
が
現
れ
、

事
務
機
能
面
に
お
い
て
も

不
具
合
が
生
じ
て
い
る
会

館
を
そ
の
ま
ま
引
き
渡
す

こ
と
こ
そ
が
負
の
財
産
の

引
き
渡
し
に
な
り
得
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
吉
備
支
部
か

ら
の
質
問
に
対
し
て
も
、

建
て
替
え
の
概
算
的
な
費

用
を
５
億
円
と
し
、
こ
れ

を
目
安
に
組
合
運
動
を
維

持
す
る
た
め
の
予
算
を
確

保
し
た
上
で
、
よ
り
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
を
組
合
員
が

享
受
で
き
る
よ
う
１
年
か

け
て
基
本
計
画
を
策
定
し

次
回
の
定
期
大
会
で
提
示

し
た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

第70回
定期大会
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執
行
委
員
長

　

岩
谷　

住
彦（
倉
敷
）

副
執
行
委
員
長

　

木
津　

卓
巳（
赤
磐
）

　

井
上　

晃
彦（
小
田
）

書
記
長

　

山
本　

繁
樹（
本
部
）

財
政
部
長

　

東　
　

利
雄（
高
梁
）

組合員が創る建労岡山
諸要求実現のため組織力強化を

執行委員長　岩谷　住彦
　

第
70
期
定
期
大
会
、
県

内
各
地
よ
り
暑
い
中
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
処
遇
改
善
の

運
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

諸
要
求
実
現
の
た
め
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
の

は
組
織
力
で
す
。
組
織
人

員
は
加
入
脱
退
を
繰
り
返

し
な
が
ら
も
減
少
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

組
織
の
安
定
運
営
継
続
に

は
、
組
織
人
員
の
減
少
に

一
番
危
機
感
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
各
支
部
で
組
織
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

に
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
の
消
費

者
物
価
指
数
3
％
の
上
げ

幅
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

実
に
41
年
ぶ
り
の
大
き
な

上
げ
幅
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
状
を
見
て
も
私
た

ち
建
設
産
業
に
お
い
て
い

ま
だ
に
建
設
資
材
、
設
備

機
器
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
建

設
産
業
賃
金
単
価
を
引
き

上
げ
な
い
と
物
価
上
昇
に

追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
国
交

省
に
お
い
て
も
建
設
業
４

団
体
に
お
い
て
も
技
能
者

賃
金
を
お
お
む
ね
５
％
引

き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に

同
意
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
普
及

推
進
の
取
り
組
み
や
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
つ

い
て
は
、
国
保
組
合
と
連

携
し
て
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

疾
患
の
掘
り
起
こ
し
、
労

災
認
定
に
お
い
て
も
取
り

１、組合のメリットを訴え組織拡大を図ろう！

１、�ハガキ要請行動で建設国保の予算増額につ
なげよう！

１、青年の仲間に声を掛け加入を図ろう！

１、ジュタックを活用して仕事確保を図ろう！

１、�技術を磨き資格を取得して賃金確保につな
げよう！

１、働き方改革を進め、後継者育成を図ろう！

１、帳簿を備え付けて節税対策を図ろう！

１、�特定健診、特定保健指導の推進を図り建設
国保を守ろう！

１、けんろう共済で仲間同士の助け合いを図ろう！

１、�職場の安全対策を徹底し労働災害を絶滅し
よう！

１、労災保険学習会に参加して知識を深めよう！

１、�組合機関紙「建設労報」で知識の向上を図
ろう！

大会スローガン

組
み
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
と
、
来
年
４
月

に
迫
る
建
設
業
全
面
適

用
と
な
る
働
き
方
改
革

で
す
。
時
間
管
理
が
求

め
ら
れ
週
40
時
間
を
超

え
ま
す
と
残
業
代
、
割

増
賃
金
が
発
生
し
ま
す
。

一
人
で
も
従
業
員
を
雇

用
し
て
い
る
方
へ
は
制

度
の
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
、
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
建
設
産
業
の
中
、

組
合
員
が
ど
の
よ
う
な

建
労
岡
山
を
望
ん
で
い

る
の
か
を
軸
に
皆
さ
ん

と
共
に
悩
み
、
考
え
な

が
ら
発
展
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
っ
か
り
と
し
た
審
議

を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
て
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
要
旨
抜
粋
）

【
組
織
拡
大
表
彰
】

　

倉
敷
支
部

　

岡
山
支
部

　

都
窪
支
部

　

玉
島
支
部

　

津
山
支
部

　

西
大
寺
支
部

　

児
島
郡
支
部

　

玉
野
支
部

　

赤
磐
支
部

　

吉
備
支
部

　

新
見
支
部

　

英
田
支
部

【
第
34
回

　
　

教
宣
コ
ン
ク
ー
ル
】

　

最
優
秀
賞

　
　

岡
山
支
部

　

優
秀
賞

　
　

倉
敷
支
部

　
　

吉
備
支
部

　

入
選

　
　

津
山
支
部

　
　

児
島
支
部

大
会
表
彰

新
執
行
部
紹
介

社
会
保
障
対
策
部
長

　

熊
代　

清
治
（
都
窪
）

労
働
対
策
部
長

　

菅
原　

宏
志
（
津
山
）

賃
金
対
策
部
長

　

松
石　

兼
二
（
和
気
）

税
金
対
策
部
長

　

長
森　

英
雄
（
玉
島
）

住
宅
対
策
部
長

　

國
本　
　

学
（
真
庭
）

技
術
対
策
部
長

　

髙
岡　

哲
雄
（
御
津
）

組
織
対
策
部
長

　

西
原　
　

茂
（
児
島
）

教
育
宣
伝
部
長

　

山
本　

茂
輝
（
総
社
）

担
当
執
行
委
員

　

芦
谷　

公
典
（
苫
田
）

　

元
宗　

克
彰
（
赤
磐
）

　

神
田　

直
幸
（
小
田
）

　

福
田　

幸
介（
西
大
寺
）

　

渡
辺　

丈
洋
（
倉
敷
）

　

難
波　
　

治（
岡
山
）

　

谷
口　

安
平（
英
田
）

　

西
尾　
　

巧（
苫
田
西
）

　

三
村　

謙
次（
新
見
）

　

小
寺　

由
夫（
井
原
）

　

矢
田
部　

宏（
吉
備
）

　

笠
原
正
太
郎（
笠
岡
）

　

原
﨑　

義
和（
児
島
郡
）

　

中
塚　

俊
道（
玉
野
）

　

柴
田　

正
人（
久
米
）

会
計
監
査

　

荒
木　

教
男（
岡
山
）

　

小
田　
　

均（
吉
備
）

大
　
会
　
宣
　
言

　

我
わ
れ
は
、
本
日
、
こ
こ
に
第
70
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
組

合
員
と
そ
の
家
族
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
、
後
継

者
育
成
や
働
き
方
改
革
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
情
報
発
信
の
充
実
等

の
新
た
な
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
よ
り
約
１
年
２
ヶ
月
が
経
過

し
、
我
わ
れ
の
職
域
で
あ
る
建
設
業
に
お
い
て
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
寸
断
に
伴
う
資
材
等
の
価
格
高
騰
が
発
生
し
て
お
り
、
多
く

の
建
設
事
業
者
が
価
格
高
騰
分
を
施
主
等
に
転
嫁
で
き
ず
、
今
な

お
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

今
年
10
月
に
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
）」
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
税
負
担
や
事
務
作
業

の
増
大
が
一
人
親
方
を
始
め
と
し
た
小
零
細
事
業
者
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
更
に
来
年
４
月
以
降
に
は
、

建
設
業
に
お
い
て
も
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制

が
適
用
さ
れ
、
他
産
業
と
同
等
の
基
準
に
よ
る
労
働
時
間
管
理
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
改
正
労
働
基
準
法
を
始
め
と

し
た
労
働
法
制
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
組

織
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
建
労
岡
山
の
組
織
人
員
は
昨
年

度
末
比
で
14
人
減
の
１
１
，
８
３
６
人
と
な
り
、
８
年
連
続
で
達

成
し
て
い
た
組
織
増
勢
が
潰
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
も
国
保

制
度
改
革
に
伴
う
保
険
料
の
県
単
位
化
、
全
世
代
型
社
会
保
障
構

築
を
目
的
と
し
た
、
被
用
者
保
険
の
適
用
要
件
拡
大
の
動
向
が
建

設
国
保
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
建
設
国
保
や
け
ん
ろ

う
共
済
だ
け
で
な
い
新
た
な
組
合
の
魅
力
を
構
築
し
、
組
織
拡
大

の
気
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
。

　

建
設
業
界
、ま
た
組
合
に
お
け
る
多
く
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、

組
合
員
の
更
な
る
団
結
と
魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
を
通
じ
て
、
本

日
よ
り
行
動
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

�

令
和
５
年
５
月
26
日

�

岡
山
県
建
設
労
働
組
合

�

第
70
回
定
期
大
会

組織拡大表彰（新見）

教宣コンクール、写真展の様子

全建総連表彰　熊代清治さん（都窪）

最優秀賞を受賞（岡山）

　
　

玉
野
支
部

　
　

井
原
支
部

　
　

久
米
支
部

【
書
記
表
彰
】

　

能
勢
美
恵
子
（
久
米
）

　

赤
木　

信
廣
（
本
部
）

【
全
建
総
連
表
彰
】

　

熊
代　

清
治
（
都
窪
）
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建
労
岡
山
写
真
展 

作
品
紹
介

建
労
岡
山
写
真
展 

作
品
紹
介

　

第
３
回
建
労
岡
山
写
真
展
に
は
、
25
人
の
組
合
員
か
ら
応
募
が
あ
り
、
第
70
回
定
期
大

会
で
掲
示
し
ま
し
た
。
７
月
号
３
・
４
ペ
ー
ジ
で
は
優
れ
た
技
術
、
技
能
に
よ
る
製
作
品

を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

配管工のエクステリア
都窪支部　安藤　充（配管工）

馬頭様
西大寺支部　岡嶋　進（大工）

築100年越えの古民家リフォーム
赤磐支部　宮元　康盛（大工）

改修工事
新見支部　三村　謙次（内装工）

鏡野の家
真庭支部　松葉　真美（設計士）

真庭の竹で作った正月飾り
倉敷支部　前原　敏治（大工）

柏島造成工事
玉島支部　小野　善敬（土工）

真庭産杉と桧の家
真庭支部　植木　衆（大工）

わが家の塀、いつ出来るの？
総社支部　山本　茂輝（ブロック工）

外構工事
玉島支部　石井　直人（土工）

桜が丘東M邸
赤磐支部　萩原　潤彦（塗装工）
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コロナ禍での癒し
御津支部　中島　英則（板金工）

道路拡幅工事
玉島支部　藤岡　幸法（土工）

佐藤家墓地土工事
高梁支部　倉野　克志（土工）

松の木剪定
真庭支部　國本　学（大工）

造成工事
玉島支部　和田　健歩（土工）

工場内工事
玉島支部　入江　真（土工）

金襴二畳台
御津支部　逢澤　秀樹（畳工）

もっと高く
津山支部　中西　宏（建設車両運転）

わし
苫田西支部　池田　定夫（左官）

稲荷神社　覆屋
西大寺支部　野﨑　洋介（大工）

和風切妻屋根の家
笠岡支部　中務　稔夫（大工）

古建具の再生利用
御津支部　北山　紀明（大工）

自宅　健康足つぼエリア
都窪支部　森安　正忠（配管工）

母の趣味　干支の備前焼収集の陳列
新見支部　杉本　一夫（大工）
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第186章

応援側で楽しむ
新たなバレーの関わり方

　
【
青
年
部　

久
安
慎

吉（
29
歳
・
井
原
）】
私

は
、
小
学
生
の
頃
か
ら

か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た

が
、
子
供
が
産
ま
れ
て

か
ら
は
次
第
に
子
供
優

先
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

よ
り
プ
レ
ー
頻
度
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
は
プ
レ
ー

す
る
側
か
ら
応
援
す
る
側

と
し
て
、
兄
妹
が
所
属
す

る
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

実
業
団
チ
ー
ム
「
倉
敷
ア

ブ
レ
イ
ズ
」
を
応
援
す
る

こ
と
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

関
わ
り
楽
し
み
を
感
じ
て

い
ま
す
。
２
０
２
３
年
の

24
シ
ー
ズ
ン
よ
り
Ⅴ
リ
ー

グ
参
入
が
内
定
し
、
応
援

の
熱
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
塗
装
の
技
術
を

活
か
し
チ
ー
ム
の
グ
ッ
ズ

や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
映
え

る
部
屋
を
作
成
中
で
す
。

現
場
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
こ
と
を
、
自
分
の
思

う
よ
う
に
製
作
で
き
る
こ

と
に
と
て
も
楽
し
み
を
感

じ
て
い
ま
す
。

１
人
で
も
多
く
の
協
力
を

約
３
分
で
回
答
で
き
ま
す

　
【
税
金
対
策
部
】今
後
の

税
金
対
策
活
動
に
活
用
す

る
た
め
、
税
金
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
。
令
和

５
年
度
も
昨
年
に
引
き
続

　
【
女
性
会
】第
60
回
女
性

会
定
期
総
会
が
６
月
１
日
、

組
合
本
部
会
館
で
開
催
さ

れ
、
女
性
会
結
成
５
支
部

か
ら
代
議
員
10
人
、
幹
事

き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
回
答
す
る
「
オ
ン

ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

対
象
は
一
人
親
方
を
含

む
個
人
事
業
主
で
、
回
答

期
間
は
10
月
末
ま
で
で
す
。

魅
力
あ
る
女
性
会
活
動
を

ハ
ガ
キ
要
請
な
ど
多
く
の
質
問

５
人
、
基
本
組
織
２
人
、

書
記
局
１
人
の
合
計
18
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
に
選
出
さ
れ

た
牧
野
郁
子
さ
ん
（
都

窪
）、
牧
昌
美
さ
ん

（
津
山
）
が
進
行
を

担
当
。
本
部
幹
事
か

ら
令
和
４
年
度
の
運

動
経
過
報
告
並
び
に

決
算
報
告
と
、
令
和

５
年
度
の
方
針
案
及

び
予
算
案
が
提
出
さ

れ
、
各
支
部
代
議
員

か
ら
は
支
部
女
性
会

の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
女
性

会
に
よ
る
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
の
取
り
組
み
方
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
「
女

性
会
は
強
制
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
基
本
組
織
の

運
動
に
協
力
す
る
と
い
う

位
置
付
け
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
負
担
に
な
ら
な
い

範
囲
で
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
幹
事
が
答
弁
し
、

全
て
の
提
出
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
幹
事
全

員
が
再
任
し
、
令
和
５
年

度
も
引
き
続
き
大
橋
会
長

を
中
心
に
魅
力
の
あ
る
女

性
会
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
総
会
宣
言
起

草
委
員
の
藤
原
良
子
さ
ん

　

熱
中
症
は「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
」
か

か
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

予
防
す
る
に
は
、
暑
さ
に

負
け
な
い
体
づ
く
り
（
食

事
・
睡
眠
な
ど
）
を
普
段

か
ら
心
が
け
る
と
と
も
に

次
に
あ
げ
る
項
目
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

⃝

水
分
を
こ
ま
め
に
摂
る

⃝

塩
分
を
程
よ
く
摂
る

⃝

睡
眠
環
境
を
快
適
に

⃝
�

室
温
28
℃
以
下
、
湿

度
70
％
以
下

⃝
衣
類
を
涼
し
く
工
夫

⃝

日
差
し
を
避
け
る

⃝

冷
却
グ
ッ
ズ
の
活
用

　
　

上
表
は
、
熱
中
症

対
策
に
効
果
的
な
食

べ
物
、飲
み
物
で
す
。

熱
中
症
予
防
代
表
ド

リ
ン
ク
と
言
え
ば
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
で

す
が
、
こ
れ
は
多
く

の
糖
分
も
含
ん
で
い

ま
す
。
一
時
的
に
飲

む
の
は
構
い
ま
せ
ん

が
、
習
慣
的
に
多
く

飲
む
の
は
肥
満
等
の

原
因
に
な
る
の
で
控

え
ま
し
ょ
う
。

誰でもかかる熱中症
暑さに負けない体づくりを

（
玉
野
）
に
よ
る
総
会
宣

言
、
西
原
組
織
部
長
に
よ

る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
総

会
を
締
め
括
り
ま
し
た
。

新年度も女性会活動をガンバロウ

令和５年度新幹事のみなさん

匿
名
で
回
答
で
き
、
年
齢

制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
５
年
10
月
に
導
入

さ
れ
る
予
定
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
は
、
課
税
事
業
者

の
み
な
ら
ず
、
免
税
事
業

者
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
今
回
は
、
確

定
申
告
の
状
況
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開

始
後
の
登
録
状
況
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か

ら
上
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
回
答
ペ
ー

ジ
に
移
動
し
約
３
分
程
で

回
答
可
能
で
す
。
Ｐ
Ｃ
の

方
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
お
知
ら
せ
か
ら
も
回
答

で
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結

果
は
組
合
員
の
要
望
と
し

て
魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
が
、

令
和
４
年
度
税
金
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
は
83
件
で
し

た
。
意
見
を
集
約
す
る
に

は
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
よ

り
多
く
の
回
答
の
た
め
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税金アンケート回答用二次元コード
　対象：一人親方を含む個人事業主。
　PCスマートフォンより回答できます。
組合ホームページの「お知らせ」からも回
答可能です。支部名、名前も必要ありませ
ん。ご協力をよろしくお願いします。

熱中症対策に効果的な食べ物・飲み物
○豚肉
　�ビタミンB1の宝庫。糖質をエネルギーに
変える働きがあるため疲労感や倦怠感を
軽減。
○納豆
　�ビタミンB1・カリウム・電解質を多く
含み、火も使わず食べられるので熱い日
にはぴったり。
○モロヘイヤ
　�カリウムが多く発汗によって失われた電
解質の補給が出来る。
○ミネラル入り麦茶
　�ナトリウムやカリウムを豊富に含み、家
庭の常備におすすめ。少量の塩分と一緒
に摂ると電解質も補える。
○スイカ
　�水分が豊富で、糖分やカリウム・マグネシ
ウム・カルシウム等のミネラルも含まれ
ている。微量の食塩を加えるとスポーツド
リンクと同じような効果を期待できる。

税金アンケート

コチラ

玉掛け技能講習受講者募集
【開 催 日】�学科：10月25日㈬、10月26日㈭

実技：10月27日㈮
【開催場所】�㈱PEO建機教育センタ 

岡山教習所 
（赤磐市桜が丘東３-３-765）

【受講対象】18歳以上の組合員
【受 講 料】免除資格なし 33,000円（税込）

免除資格あり 29,000円（税込）
【定　　員】９名（定員になり次第締切）
【申込締切】9月22日㈮
　※ 詳細については所属支部で確認してください。

木材加工用機械作業主任者
技能講習のお知らせ

【開 催 日】�令和５年９月２日㈯、３日㈰の 
２日間　９時～18時
※２日間の受講が必要です。

【開催場所】建労岡山本部会館
【定　　員】30人

（定員になり次第締切。ただし、
申込が９人以下の場合は中止）

【受講資格】�木材加工用機械についての実務経
験が３年以上かつ21歳以上

【受 講 料】11,000円
（免除資格ありの場合7,000円）

【締　　切】令和５年８月18日㈮
　※詳細は所属支部まで。
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ッ
シ
ュ
し
て
く
れ
る
の
が

温
泉
で
す
。
特
に
露
天
風

呂
は
格
別
で
す
。
森
林
浴

の
中
、
広
い
湯
殿
に
浸
か

る
幸
せ
。
心
身
が
一
気
に

解
放
さ
れ
る
瞬
間
で
す
。

　

最
近
で
は
、
大
分
県
の

由
布
院
温
泉
に
行
き
ま
し

た
。
と
ろ
み
と
す
べ
す
べ

の
肌
触
り
、
光
の
具
合
で

青
や
白
が
強
く
な
る
光
の

変
化
も
見
ら
れ
て
、
と
て

も
満
足
し
ま
し
た
。

　

年
に
数
回
、
そ
ん
な
温

泉
巡
り
に
付
き
合
っ
て
く

297

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

同級生の憩いの場
廃材利用した趣味の部屋

苫田西支部�大谷重雄さん（大工・73歳）

　

「
お
茶
で
も
飲
み
な
が

ら
座
っ
て
話
が
で
き
る
場

所
を
作
り
た
い
」
と
考
え

て
い
た
大
谷
さ
ん
。
借
家

と
し
て
利
用
し
て
い
た
建

物
を
５
年
前
に
解
体
す
る

こ
と
と
な
り
、
本
格
的
に

趣
味
の
部
屋
づ
く
り
が
始

動
し
ま
し
た
。

　

ガ
レ
ー
ジ
の
鉄
骨
を
そ

の
ま
ま
利
用
し
、
材
料
は

主
に
仕
事
先
で
不
要
に
な

っ
た
廃
材
を
活
用
。
木
材

は
も
ち
ろ
ん
、
ガ
ラ
ス
や

サ
ッ
シ
、
畳
な
ど
多
く
を

再
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

建
具
職
人
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
サ
ッ
シ
等
の
加
工

も
お
手
の
物
で
す
。
約
一

年
か
け
て
ほ
ぼ
一
人
で
仕

事
終
わ
り
に
コ
ツ
コ
ツ
と

笠岡支部
東川　直子

　

私
は
、
建
設
業
の
会
社

の
代
表
を
し
て
お
り
ま
す
。

十
年
前
に
前
任
の
主
人
か

ら
社
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
も
、
主
人

と
共
に
現
場
に
出
て
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
代

表
と
な
る
と
話
は
別
で
す
。

工
務
店
の
社
長
さ
ん
、
職

人
さ
ん
等
ま
わ
り
は
男
性

ば
か
り
。
そ
の
な
か
で
信

頼
さ
れ
る
に
は
時
間
が
か

か
り
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
気
分
を
リ
フ
レ

　

５
月
号
に
掲
載
し
た

「
７
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が

し
」
の
正
解
発
表
で
す
。

応
募
は
78
通
（
メ
ー
ル
は

15
通
）
で
し
た
。
当
選
者

れ
る
主
人
に
は
と
て
も
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
年
前
か
ら
息
子
が
入

社
し
手
伝
っ
て
く
れ
て
、

戦
力
に
な
り
大
変
心
強
い

で
す
。

　

私
は
、
ま
だ
ま
だ

会
社
の
代
表
と
し
て

は
、
一
人
前
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
一
日
一

日
が
勉
強
で
す
。

　

最
近
に
な
り
コ
ロ

ナ
に
よ
る
制
限
も
緩

和
さ
れ
、
通
常
の
日

常
が
戻
り
つ
つ
あ
る

この部屋ではいつも作務衣の大谷さん

中
、
地
域
に
愛
さ
れ
、

地
域
に
根
差
し
、
お
客

様
に
信
頼
し
て
頂
け
る

会
社
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
発
表
は
景
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
今
後
も
み
な
さ
ん

か
ら
の
ご
応
募
や
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

由布院温泉を満喫する東川夫婦

作
業
し
、
令
和
２
年
10

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

玄
関
を
入
っ
て
右
手

に
は
、
25
畳
程
の
空
間

に
八
角
形
の
食
卓
と
掘

り
ご
た
つ
風
の
囲
炉
裏

が
あ
り
、
落
ち
着
い
た

料
亭
の
よ
う
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

奥
の
カ
ウ
ン
タ
ー
キ
ッ

チ
ン
で
は
、
遊
び
に
来

た
同
級
生
に
料
理
や
お

酒
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
し
横
に
な

れ
る
よ
う
な
畳
の
部
屋

や
、
ト
イ
レ
、
お
風
呂

ま
で
あ
る
立
派
な
家
で

す
。
今
年
は
す
で
に
こ

こ
で
同
窓
会
が
２
回
も

行
わ
れ
た
の
だ
と
か
。

　

週
に
３
回
、
４
回
と

同
級
生
が
集
ま
る
こ
と

も
あ
る
み
ん
な
の
憩
い

の
場
。「
お
気
に
入
り
の

囲
炉
裏
で
同
級
生
と
昔

話
を
し
て
い
る
時
間
は

楽
し
く
て
本
当
に
大
切

な
時
間
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
温
泉
巡
り

露
天
風
呂
は
格
別
の
楽
し
み

〈
県　

内
〉

１
日
〜
２
日

　

木
建
作
業
主
任
者

　

技
能
講
習

６
日　

四
役
会
議

11
日　

国
保
理
事
会

19
日

　

会
館
建
設
委
員
会

21
日　

執
行
委
員
会

23
日

　

�

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別

教
育

ま
ち
が
い
さ
が
し

正
解
発
表

７つの

従 業 員 募 集 従 業 員 募 集
有限会社 杉元建具

【事 業 所】�岡山市南区東畦588-3
【連 絡 先】�086-282-4664

090-4147-9971（担当：杉元）

【事業内容】�木製建具・家具・その他�
木製品の製造及び現場施工。�
経験者優遇します。未経験者も歓
迎です。詳細はお電話にて直接お
問い合わせください。

【担当者談】�創業44年のアットホームな会社
です♪

　※�労働条件等は当人同士で交渉してくださ
い。組合は一切関与しません。

株式会社 城成
【代表取締役】藤原　直城
【所 在 地】本社：岡山県倉敷市福井368-52

工場：�岡山県倉敷市連島町鶴新田3044-5
【連 絡 先】086-441-6120
【会社について】
�岡山県倉敷市水島を拠点にプラントの配管工事一式
（新設・増設・補修・保全）を行っている会社です。
新人教育も積極的に実施しているため、未経験の方で
も安心して働くことができます。
　また、新規事業のドローン事業やアクア事業にも力
を入れています。配管工のみでなく、ドローンなどに
興味がある方もまずは一度お気軽にご連絡ください！
　※�労働条件等は当人同士で交渉してください。組合
は一切関与しません。

　

�

岡
山
県
青
年
技
能
競
技

大
会

24
日　

青
年
部
幹
事
会

26
日　

�

住
宅
担
当
者
会
議

27
日　

国
保
組
合
会

〈
県　

外
〉

７
日

　

�

予
算
要
求
中
央
総
決
起

大
会

９
日
〜
10
日

　

�

全
国
青
協
交
流
集
会

28
日

　

予
算
要
求
中
央
行
動

応募者の声
◎ 毎号楽しみに読ませていただいております。業界の幅広い情報が取材、掲載し

てあり、自分ではなかなか知れない事やきっかけになる情報で、とても重宝し
ています。今後ともしっかり目を通していきたいと思います。

◎ いつも「ますかっと」から読みはじめ、最後のページに７つのまちがいさがし
があると頭の体操のつもりでしています。建設労報いつも有り難うございます。

◎ 増やせ女性の職人仲間、興味深く読ませていただきました。事業主さんの言わ
れたこと、とても心に残りました。これからも女性の話題が増えるといいです！

◎ 建設労報を読んで、何歳になっても仕事以外にうちこめるものがあればいいで
すね。私もバイク復活！？

◎ まちがいさがし「いつも意外と難しいな」と言いながら、子どもと一緒に楽し
んでいます。家族で楽しませてもらって感謝です。

◎ 機関紙の中の“鈴の音”に知り合いの方が写真＆記事を書いておられとてもう
れしく思いました。

◎ 建設労報は助成金のことや制度について情報が掲載されていて勉強になって
います。「あのひとこの人」や「鈴の音」では、支部の方々の趣味や出来事を
知ることで視野が広がって面白みを感じています。


